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令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 快適で清潔なまちづくり推進事業 担当部 市民生活部

事業期間 平成２０年度 ～ 令和６年度以降 担当課 ごみ政策課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

6
展開
方向

3 担当係 収集美化係

目 1 大 5 中 1予算区分 一般会計 款 2 項 8

対象
（何･誰を対象

に）

市民、事業者　等

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

●令和３年度の実施内容
　 小牧市快適で清潔なまちづくり条例に基づき、地域環境の身近な問題について、市、市民等及び事業者のそ
れぞれの役割の下、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止に努めながら、地域環境の保全及び美化活動を実施した。
　(市の役割)
　　・快適で清潔なまちづくりの推進に関する施策の策定及び実施
　　・市民等及び事業者に対しての意識啓発及び自発的活動の促進　等
　(市民等及び事業者の役割)
　　・地域環境の保全及び美化の促進を図る活動への参加
　　・事業所及びその周辺その他事業活動を行う地域においての地域環境の保全及び美化活動の推進
　　・市が実施する快適で清潔なまちづくり施策への協力
●実施状況
　・市広報、啓発冊子等による意識啓発及び制度の周知
　・ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ活動への支援
　・地区大掃除への支援
　・犬のふん放置対策事業(ｲｴﾛｰｶｰﾄﾞ作戦)の実施
　・不法投棄物及び散乱ごみ多発地域における防止対策、巡回、不法投棄物及び散乱ごみの撤去・処理
　・路上喫煙禁止区域での啓発、巡回・指導及び散乱ごみ(吸い殻)の撤去
　・廃棄物の堆積により周辺環境を損なう状態にある土地・家屋に対する対策・支援
　(主な事業の成果)
　　・ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ活動の延べ参加人数：13,318人(1,615回)
　　・地区大掃除：23,392人(129区)
　　・小牧山美化活動：新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止のため中止
　　・ごみ散乱防止市民行動の日：新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止のため中止
　　・不法投棄物及び散乱ごみ収集量：28.85㌧
　　　※廃棄物適正処理指導員4名(ごみ減量推進事業で支出《50%の人件費補助有》)

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

廃棄物処理法
小牧市快適で清潔なまちづくり条例　等

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

市、市民等及び事業者が、それぞれの役割の下、地域環境の保全及び美
化の促進を図り、「快適で清潔なまち小牧」の実現を目指すものである。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 7,479 10,909 10,495 10,400

計（A） 7,479 10,909 10,495 10,400

その他

予算額 10,872 12,614 11,517 11,314 11,129

対前年比 ― 45 △ 3 0

7
その他職員（時給×時間） 9,421 9,332 9,498 11,123

正規職員（平均賃金） 29,944 29,944 29,944 29,944

正規職員 4 4 4 4.0

その他職員 6 6 6

事業費合計（C＝A＋B） 46,844 50,185 49,937 51,467

計（B） 39,365 39,276 39,442 41,067

人
件
費
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（３）業績

単位

1 人

2 人

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 6 展開方向 3

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4
ｱﾀﾞﾌﾟﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ活動者数 ↗ 16,829 14,754 14,493 12,548
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ事業活動者数 ↗ 72,148 92,231 27,767 36,768

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

36.07 34.57 28.85

R4

成
果
指
標

不法投棄量
(ポイ捨てごみ含む) ㌧

45.21

活
動
指
標

ｱﾀﾞﾌﾟﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ活動者数 人
16,829 14,754 14,493 12,548

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ事業活動者数 人

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 - - -

72,148 92,231 27,767 36,768

-

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 - - - -

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

快適で清潔なまちづくりの実現を目指すため、市民等及び事業者による美化活
動等への活動者数は増加傾向にあったが、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響からｺﾛ
ﾅ禍以前と比べ、令和３年度も減少に転じた。
美化活動の活動者数が減少する中、不法投棄物及びポイ捨てごみの量につい
ても、年々減少傾向にある。これは、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止による自粛制限の
影響も考えられるが、これまでの活動が着実に成果につながっていると考えられ
る。
しかしながら、高速道路の側道や山間部などの人目につかない場所でのポイ捨
てや不法投棄が後を絶たない状況であるため、これまで以上に意識啓発や監視
体制の強化が必要である。

今後の実
施内容

引き続き、小牧市快適で清潔なまちづくり条例に基づき、市民や事業者等と連携
して、地域環境の保全及び美化の推進を図り、「快適で清潔なまち小牧」の実現
を目指す。

事務事業評
価による額

2ページ


